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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 
「東京２０２５デフリンピック」の機運醸成に向けた美化推進協議会によ

る秋の清掃活動の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

ビューティフル・ウィンドウズ運動の一環として、例年１０月から１１月

にかけて実施している「美化推進協議会による秋の清掃活動」について、令

和７年度は「東京２０２５デフリンピック」の開催期間に合わせて実施し、

美化活動の推進に加え、大会の機運醸成にもつなげる。 

また、競技会場付近を区民が植えた花で飾り、選手や観戦に来られる方に

歓迎の意を表わす。 

 

１ 実施方法 

（１）綾瀬地域美化推進協議会による清掃活動は、区職員も参加し、大会の

開催期間に合わせて２日間実施する。 

（２）綾瀬以外の各美化推進協議会の清掃活動は、大会の開催前（１０月～

１１月上旬）に実施する。 

（３）参加団体ごとに集合場所に向かって清掃活動を行い、集合場所でごみ

を回収する。 

（４）午後２時３０分より各集合場所にて閉会式を実施。清掃活動の記念品、

大会のエンブレムを印刷したグッズ（メモ帳・チラシを予定）を配布し、

清掃活動に参加していただいた方へ大会の魅力を伝える。 

（５）観光交流協会が東綾瀬公園に設置するフォトスポット周辺を、「花の

あるまちかど事業」などに参加する区民が植えた花で装飾する。 

プランターは、東京都立足立工科高等学校の生徒がペットボトルをリ 

サイクルして制作したものを一部使用する。 

 

２ 清掃活動日程及び実施場所等 

地 域 実施日 集合場所 参加予定人数 

綾 瀬 

１１月１４日(金) 

東綾瀬公園 

約２００人 

（うち区職員

１００人） 

１１月１７日(月) 

約２００人 

（うち区職員

１００人） 

西新井 １０月１６日(木) 西新井公園 約１００人 
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地 域 実施日 集合場所 参加予定人数 

北千住 １０月２９日(水) 
東京電機大学 

キャンパスプラザ 
約２００人 

竹の塚 １０月３１日(金) 竹ノ塚駅東口広場 約２００人 

梅 島 １１月 ４日(火) 梅島天満宮 約１００人 

五反野 １１月 ６日(木) 足立小学校 約１００人 

※ ごみの回収時間は午後２時から３時 

※ 「東京２０２５デフリンピック」機運醸成のため、各会場で午後２時

３０分より閉会式を実施し、その中で大会周知を図る。 

※ 綾瀬は「綾瀬地区防犯対策推進協議会」と合同で実施。 

※ 北千住は東京国道事務所との協定に基づく国道４号線千住地区清掃 

作業期間に合わせて実施。 

 

３ 美化推進協議会とは 

「足立区歩行喫煙防止及びまちをきれいにする条例」に基づく美化運動 

の推進を図ることを目的とする団体。主要６駅周辺の町会・自治会、商店 

街、友愛クラブ、事業所、学校、官公庁（警察署・消防署等）及び区で構 

成。 

 

４ 今後の方針 

美化推進協議会会員への通知、あだち広報９月２５日号、ホームページ、 

ＳＮＳを活用して清掃活動への参加を促していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 秋のごみゼロ地域清掃活動の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

ビューティフル・ウィンドウズ運動の一環として、まちの美化を推進する

ために、少人数・短時間で取り組むことが出来る「秋のごみゼロ地域清掃活

動」への参加を、区内の各団体に呼び掛ける。 

 

１ 目的 

（１）ごみゼロ地域清掃活動を「点から面へ」「キャンペーンから日常へ」

と全区的に展開することにより、区民の美化意識の向上を図る。 

（２）参加団体に自宅や施設周辺の身近な地域で清掃活動を実施していた 

だくことにより、まちの美化を維持する。 

 

２ 期間 

１０月、１１月の概ね２か月間(区の美化強化期間) 

 

３ 対象 

町会・自治会、商店街、民間事業所、保育園、幼稚園、小・中学校、 

高等学校、大学、区施設等 

 

４ 実施内容 

（１）上記期間中に参加団体が実施日を設定し、参加可能な人数で、各団体

の周辺地域の清掃活動を行う。 

（２）参加団体に「ビューティフル・パートナー」ロゴ入りごみ袋・ビニー

ル袋等の清掃物品を進呈。 

 

５ 実績（参加団体、人数） 

令和６年度春 令和６年度秋 令和７年度春 

団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数 

784 31,131 797 30,476 834 29,742 

※ 団体数・人数には美化推進協議会による清掃活動を含む。 

※ 令和７年度春の参加人数が少ないのは、ごみゼロデーの５月３０日に 

一斉開催している、区内主要６駅周辺の美化推進協議会による春の清掃 

活動が雨天により中止となったため。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 
令和７年度「ワーク・ライフ・バランス推進企業間交流会」の開催結果に

ついて 

所管部課名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内   容 

令和７年度「ワーク・ライフ・バランス推進企業間交流会」について、開

催結果を報告する。 

１ 日時・場所 

令和７年７月２９日（火）午後３時から５時まで 

梅田地域学習センター第２学習室 

※ ２回目に予定していた７月３１日（木）は参加予定の２社が当日欠席 

となったため中止 

２ 内容 

（１）中小企業向け「えるぼし」「くるみん」認定取得セミナー 

【講師】池部 彩子 氏（池部社会保険労務士事務所） 

李  美和 氏（ＬＥＥ社会保険労務士事務所） 

（２）令和７年度の区におけるワーク・ライフ・バランス推進事業説明 

【説明】多様性社会推進課 

（３）企業同士の意見交換（講師の社会保険労務士会も参加） 

３ 参加企業 

７社（９人） 

※ ワーク・ライフ・バランス推進企業１２７社（認定期間を終了した企 

業を含む）への案内及びあだち広報・ホームページ・ＳＮＳ等で一般公 

募（各回定員４０人） 

４ 意見交換の主なテーマ 

各社の取組等、従業員の人材確保・定着について、長時間労働について 

５ アンケートの主な感想 

（１）他社の取り組みを参考にして、自社の取り組みに繋げていきたい。 

（２）多様な手法がわかった。 

（３）参加する意味を実感できた。 

６ 今後の方針 

（１）企業に対して性別役割分担意識解消の啓発や、国・都の認定事業等の 

紹介、法改正の情報提供を行っていく。 

（２）今回参加者が少なかったことを踏まえ、認定企業や社会保険労務士か 

らニーズの把握を行ったうえで、次回以降の開催可否や実施方法につい 

て産業経済部と相談しながら検討していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 「Ｌ・フェスタ２０２５あだち」の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内   容 

足立区女性団体連合会と区の共催イベント「Ｌ・フェスタ２０２５あだち」

を次のとおり開催する。 

 

１ 目的 

区民の相互理解や交流を深め、性別に関係なく、その個性と能力を十分 

に発揮することのできる男女共同参画社会の実現を目指す。 

 

２ テーマ 

だれ一人、取り残さない社会を 

 

３ 開催日時・会場 

（１）開催日時  令和７年１１月８日（土）・９日（日） 

両日とも午前１０時～午後３時 

※ 国の「女性に対する暴力をなくす運動」期間 

１１月１２日～１１月２５日 

（２）会  場  エル・ソフィア 

 

４ 主な企画 

日 程 企 画 

１１月 ８日（土） ① 「選択的夫婦別姓」に関する講座 

② 健康コーナー（体組成測定、ベジチェック、 

セルフチェック等） など 

１１月 ９日（日） ① 講演会（性的マイノリティ当事者としての悩 

みと向き合った半生と、現在悩んでいる方へ 

のメッセージ等） 

講師：ハリウリサ氏（浜田雅功さんものまね 

芸人） 

② 赤ちゃんから楽しめるクラシックコンサート 

③  「性暴力」に関する講座 など 

１０月３１日（金）

～ 

１１月 ９日（日）

男女共同参画パネル展示（アンコンシャス・バイ

アスの理解促進、ＬＧＢＴを知ろう、各種ＤＶの

認知向上とＤＶ相談窓口の紹介等） 
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５ 令和６年度参加者数 

実施日 参加人数 

１１月 ９日（土） ８９５人 

１１月１０日（日） １，５６６人 

合 計 ２，４６１人 

※ 令和６年度は土曜日を午後開催（午後１時から５時）、日曜日を終日 

開催（午前１０時から午後４時）としたため、日曜日の参加者が多くな 

っている。 

 

６ 今後の方針 

（１）チラシ配布や区ホームページ掲載、ＳＮＳの活用により周知する。 

（２）１１月８日（土）開催「梅島駅前通り商店街 オータムフェスタ」と

連携することで、幅広い世代へ来場を促す。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 足立区郷土芸能大会の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内   容 

足立区郷土芸能大会の開催概要を次のとおり報告する。 

 

１ 開催日時 

令和７年１０月１９日（日）午前１１時開会 

（１）開会式      午前１１時から１１時３０分まで 

（２）青少年奨励賞表彰 午前１１時３０分から１１時４５分まで 

（３）郷土芸能大会   正午から午後４時１５分まで 

 

２ 会場 

西新井文化ホール 

 

３ 郷土芸能大会参加団体（五十音順） 

加盟３３団体中、１７団体が参加 

１ 曙箕輪囃子桜会 10 栗原石塚囃子連中 

２ 綾瀬神社江戸祭囃子保存会 11 高野箕濃が谷囃子保存会 

３ いなほ千住囃子保存会 12 島根ばやし連中 

４ 江戸あだち太鼓・大鷲会 13 
西之宮稲荷神社五反野祭囃子

保存会 

５ 江戸ばやし千住巴会 14 二ツ家箕濃が谷囃子連中 

６ 押部文化保存会はやし連 15 保木間箕濃が谷囃子保存会 

７ 川田囃子連中 16 柳原箕輪囃子連 

８ 神田囃子千四会 17 六月囃子連中 

９ 神田囃子睦会 ― ― 

 

４ 青少年奨励賞表彰 

足立区郷土芸能保存会より、会員として郷土芸能の習得に５年以上励 

み、その行動が他の模範となる青少年に対して表彰を行う。足立区長、 

郷土芸能保存会会長の連名による賞状を授与する。 

受賞者 ２名 （江戸あだち太鼓・大鷲会） 
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５ 子どもお囃子体験会 

締太鼓に触れ演奏する楽しさを体感していただき、郷土芸能への関心を 

高める。 

（１）開催時間  午後１時から２時３０分（予定） 

（２）場所    ギャラクシティモール内 

 

６ 主催及び運営 

（１）足立区郷土芸能保存会 

（２）足立区 

 

７ 周知について 

あだち広報９月２５日号やホームページ、ＳＮＳで発信するとともに、 

駅構内や区内施設へのポスター掲示、チラシの配架により周知を図る。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 関東・東京都女子フットサルリーグ２０２５㏌足立の開催結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

関東女子フットサルリーグ及び東京都女子フットサルリーグ試合観戦及

び、フットサルリーグ選手による親子フットサル体験会の実施結果を報告す

る。 

 

１ 実施日・実施内容 

（１） 令和７年８月９日（土） 東京都女子フットサルリーグ 

内容 時間 参加者等 

親子フットサル体験会 

５歳児クラスと保護者 

午後 2 時 30 分 

～ 3 時 20 分 

27 組 54 人 

（定員30組・申込36組） 

第１～第３試合（観戦） 
午前 10 時 30 分 

～午後 2 時 30 分 約 175 人 

（申込不要） 
第４～第６試合（観戦） 

午後 4時 00 分 

～ 8 時 05 分 

（２）令和７年８月１０日（日） 関東女子フットサルリーグ 

内容 時間 参加者等 

親子フットサル体験会 

小学 1・2 年生と保護者 

午前 9 時 30 分 

～10 時 30 分 

22 組 44 人 

（定員30組・申込28組） 

親子フットサル体験会 

小学 3・4 年生と保護者 

午後 4 時 40 分 

～ 5 時 40 分 

10 組 20 人 

（定員20組・申込12組） 

第１試合（観戦） 
午前 11 時 10 分 

～午後 1 時 00 分 

約 275 人 

（申込不要） 
第２試合（観戦） 

午後 1 時 00 分 

～ 2 時 50 分 

第３試合（観戦） 
午後 2 時 50 分 

～ 4 時 40 分 

 

２ 会場 

足立区総合スポーツセンター大体育室 

 

３ 主催 

関東フットサル連盟、東京都フットサル連盟、足立区 
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４ 当日の様子 

（１）親子フットサル体験 

   ５歳児クラスと保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

   小学１・２年生と保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学３・４年生と保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）試合観戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11



区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 「夏休み野球観戦デー」の実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

「みるスポーツ」の充実を図るため実施した「夏休み野球観戦デー」の結

果について次のとおり報告する。 

 

１ 実施日・実施内容 

 東京ヤクルトスワローズ 読売ジャイアンツ 

実施日時 

（試合開始） 

8 月 11 日（月） 

午後 6時 

8 月 29 日（金） 

午後 6時 

8 月 23 日（土） 

午後 2時 

天  気 小雨と強風 晴天 晴天 

場  所 明治神宮野球場 東京ドーム 

対戦相手 
横浜ＤｅＮＡ 

ベイスターズ 
広島東洋カープ 

横浜ＤｅＮＡ 

ベイスターズ 

募集人数 各 300 人（先着） 100 人（抽選） 

応募対象 区内在住・在学の中学生以下の子どもと大人：4人まで 

当選者数 97 組（300 人） 107 組（297 人） 30 組（100 人） 

練習見学 

参加者数 

47 組  138 人 

大 人  69 人 

子ども  69 人 

47 組  113 人 

大 人   51 人 

子ども  62 人 

27 組   87 人 

大 人  40 人 

子ども   47 人 

観戦者数 

79 組  240 人 

大 人  123 人 

子ども  117 人 

92 組  244 人 

大 人  118 人 

子ども  126 人 

27 組  89 人 

大 人  41 人 

子ども  48 人 

当日 

イベント 

（※） 

① 雨天中止 実施 実施 

② ― ― 実施 

 ※ ファンクラブ会員や特別なチケット購入者のみのプレミアムな体験 

   ① 【試合前】ホームチーム選手の打撃練習を見学 

   ② 【試合終了後】グラウンドやベンチを見学 

 

２ 主催・協力 

（１）主催 

足立区 

（２）協力 

株式会社ヤクルト球団、株式会社読売巨人軍 
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３ 当日の様子 

（１）東京ヤクルトスワローズ（明治神宮野球場） 

   練習見学             試合観戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）読売ジャイアンツ（東京ドーム） 

   練習見学             試合観戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

   試合後のグラウンド見学 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 東綾瀬公園温水プールの保全工事に伴う休館について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内   容 

東綾瀬公園温水プールの保全工事に伴い、施設を一時的に休館するため、

以下のとおり報告する。 

 

１ 保全工事の内容 

（１）工事の概要 

プールドーム改修工事 

（２）工事金額 

１４５，７５０千円（税込） 

（３）工事の実施理由 

経年劣化により開閉不良となったドーム状可動式屋根（２面あるうち 

の１面）を開閉可能な状態に補修し、屋内と屋外の行き来を円滑にする 

ほか、割れたタイル及び目地の一部補修を行うことで、利用者の安全確 

保を図るため。 

 

２ 休館期間（予定） 

令和７年１１月１０日（月）から令和８年１月３１日（土）まで 

 

３ 利用者への周知方法 

（１）あだち広報９月２５日号 

（２）区ホームページ 

（３）指定管理者ホームページ 

（４）館内掲示物 

 

４ 受付窓口業務 

スポーツ施設予約受付窓口の業務については、休館期間中も営業する。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 中央図書館における座席予約システムの稼働開始について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内   容 

令和７年１０月から中央図書館で稼働を開始する座席予約システムにつ

いて、閲覧席の予約等の運用方法を報告する。 

 

１ 目的 

受付窓口にて手作業で行っている中央図書館の指定閲覧席の管理を、シス 

テムにより自動化することで、利便性の向上を図る。 

 

２ 座席予約システムの主な運用方法 
（１）利用者は受付窓口に行かずに館内の予約端末を操作し、予約を行う。 

（２）閲覧席の利用時間は、３０分から１８０分まで選択できる（３０分単

位で選択）。 

（３）ＷＥＢ上で閲覧席の利用状況の確認や仮予約を行うことが可能（来館

後に予約端末で本予約が必要）。 

（４）ＷＥＢからの仮予約は、１週間前から１人１件のみ行うことができる。 

（５）予約開始時間から、１５分以内に館内の端末で予約の確定が行われな

かった場合には、自動で予約がキャンセルされる。 

（６）貸出カードを作成していない人や、作成できない人（２２区・草加市・

八潮市・川口市以外の在住者）は、座席予約システムを使用できないた

め、予約の必要がない閲覧席（１１２席）を使用してもらう。 

 

３ 座席予約システム導入後の中央図書館の座席の区分・席数 

  中央図書館の閲覧席１８６席のうち、現在指定席（窓口での受付が必要）

としている７４席をそのまま座席予約システムの対象とし、その５割強に

あたる４０席をＷＥＢ予約可能席とする。 

                            （単位：席） 

区分 席数 

閲覧席 
予約可 

ＷＥＢ予約 ４０ 
７４ 

１８６ 館内予約 ３４ 

予約不可 １１２ 

閲覧席以外の座席 １８０ 

合計 ３６６ 

 

 

 

15



４ ＷＥＢ予約画面のイメージ（開発中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 利用者用の予約端末機の設置イメージ 

 

６ 今後の方針 

（１）利用者に混乱をきたさないよう、委託事業者と連携して、職員及び委

託事業者への研修やマニュアル作成を進めていく。 

（２）稼働開始から一定期間経過後に、利用状況等を分析し、必要に応じて 

運用方法の見直しを検討していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年９月２４日 

件   名 未返却図書資料に対する催告書の発送と貸出停止前倒しの効果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内   容 

令和６年２月に策定した「未返却図書資料対策プラン」（以下、「対策プラ

ン」という）における督促強化の主な取り組みとして、令和６年９月に金銭

による請求を示唆する催告書を６４７人に送付し、１２８人から返却または

弁償の申し出を受けた。令和７年度も一定の効果があることを見込み、次の

とおり催告書を発送する。 

また、令和６年７月から実施した「貸出停止時期の前倒し」の効果につい

て、前年度と比較した長期延滞人数の実績を報告する。 

 

１ 催告書の発送について 

（１）催告書の主な内容 

  ア 令和７年１０月３１日（金）までに未返却となっている図書館資料

の返納を求める。 

  イ 期日までに返納されない場合は、該当の図書館資料の希少性等を踏

まえて、図書館資料を紛失したものとみなし、足立区立図書館館則に

基づき、相当額の賠償を求める可能性がある。 

（２）対象者 

   令和６年中に貸出した図書資料の返却がない者 

（３）対象人数・対象冊数（９月１日時点） 

   【未返却者数】 ８７人 

   【未返却冊数】２９７冊 

（４）発送日 

   令和７年９月３０日（火） 

 

２ 貸出停止時期前倒しの効果について 

  令和６年７月から、未返却者への貸出停止の開始時期を「返却期限の１

か月後」から「返却期限の翌日」に変更したことにより、令和６年度の７

月から３月の長期延滞発生数合計は、令和５年度の同期間と比較して約 

１８％減少した。 

【１か月以上の長期延滞の発生数】      

令和５年度 令和６年度 対前年度比 減少率 

１，５９８人 １，３０８人 △２９０人 １８．１％ 
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３ 今後の方針 

（１）上記１の催告書発送後、返却・弁償した人数の昨年度との比較や、延

滞期間、延滞資料の金額及び居住地など未返却者の傾向の分析により、

催告書の効果検証を行う。 

（２）対策プランに基づく督促強化と未返却資料を増やさないための取り組

みを、引き続き推進していく。 

 

≪参考≫対策プランの主な取り組み内容 

方針１ 新たな未返却本を発生させない    

方針２ 早期督促を強化する    

方針３ 強力な文書で根雪を解消する    

方針４ 状況に応じて権利を放棄する 
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